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◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

核
家
族
化
・
少
子
化
の
進
行

で
、
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を

だ
れ
に
も
相
談
で
き
ず
に
い
る

お
母
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
お
母
さ
ん
の
育
児
不

安
が
解
消
さ
れ
、
楽
し
く
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま

宇
治
市
制
施
行
五
十
周
年
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

決
定
し
ま
し
た
。

作
品
は
市
民
公
募
し
、
そ
の

中
か
ら
村
上
憲
政
さ
ん
（
木
幡

在
住
）
の
作
品
を
採
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
昨
年
十
二
月
二
十

七
日
に
記
念
品
が
久
保
田
市
長

か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
「
50
」

を
モ
チ
ー
フ
に
宇
治
川
の
流
れ

や
山
々
、
空
な
ど
自
然
の
豊
か

さ
と
鳳
凰
を
形
ど
っ
て
歴
史
・

文
化
の
宇
治
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
宇
治
川
の
流
れ
は
源
氏
物

語
の
女
人
の
髪
形
も
表
し
て
紫

消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、

一
月
二
十
三
日
c

か
ら
二
十
九

日
b

ま
で
の
一
週
間
、
文
化
財

防
火
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

宇
治
市
内
に
は
宇
治
上
神
社

や
平
等
院
を
は
じ
め
多
く
の
文

化
財
が
あ
り
ま
す
。

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
発
生
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
貴
重
な
文
化
財

を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

宇
治
市
で
は
、
市
制
施
行
五

十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民
の

主
体
的
な
活
動
を
奨
励
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
心
豊
か
な
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
民
に
よ
る
善
行
や
優
れ
た
地

域
活
動
を
市
長
が
表
彰
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
該
当
す
る
人
の
推
薦
を

広
く
募
集
し
ま
す
。

◆
表
彰
対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

す
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
事
務

所
が
あ
る
団
体
や
そ
こ
に
所
属

す
る
人
が
自
発
的
に
行
っ
た
活

動
で
、
特
に
地
域
社
会
に
対
す

る
貢
献
が
顕
著
な
次
に
掲
げ
た

項
目
に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、

公
共
団
体
や
そ
れ
に
準
ず
る
団

体
の
職
、
及
び
そ
れ
ら
の
団
体

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
職
を
通
じ
て

行
わ
れ
た
業
務
、
被
表
彰
候
補

者
自
身
や
そ
の
親
族
、
同
居
人

等
の
た
め
の
活
動
、
営
利
活
動

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
救
助
活
動
・
復
旧
活
動
に

尽
力
し
た
　
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
向
上
に
貢
献
し
た
　
③

事
故
防
止
に
永
年
尽
力
し
た

④
生
活
環
境
向
上
に
永
年
尽
力

し
た
　
⑤
青
少
年
の
育
成
に
永

年
尽
力
し
た
　
⑥
社
会
福
祉
の

推
進
に
永
年
尽
力
し
た
　
⑦
自

然
環
境
の
保
護
に
永
年
尽
力
し

た
　
⑧
市
民
文
化
の
振
興
や
文

化
財
の
保
護
に
永
年
尽
力
し
た

⑨
国
際
交
流
、
都
市
間
交
流
に

永
年
尽
力
し
た

な
お
、
「
永
年
」
と
は
20
歳

以
上
の
場
合
は
通
算
で
10
年
以

上
、
20
歳
未
満
の
場
合
は
引
き

続
き
５
年
以
上
を
原
則
と
し
ま

す
。

◆
選
考

推
薦
を
受
け
た
被
表
彰
候
補

者
の
中
か
ら
、
選
考
委
員
会
で

選
考
し
ま
す
。

◆
募
集
締
め
切
り

２
月
５
日
b

（
必
着
）

◆
表
彰
日

３
月
１
日
e

の
宇
治
市
制
施

行
50
周
年
記
念
式
典
で
行
い
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

文
化
自
治
振
興
課
（
1

内
線

２
２
０
２
）

式
部
の
里
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
「
宇
治
市
制
施
行
50

周
年
」
の
文
言
を
配
し
て
、
平

成
十
四
年
三
月
末
ま
で
、
五
十

周
年
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

食
事
や
排
せ
つ
な
ど
に
関
す

る
こ
と
、
子
ど
も
の
発
育
・
発

達
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
心
配

や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
相
談
◇

◎
相
談
日
…
月
〜
金
曜
日
　
◎

時
間
…
午
前
９
時
半
〜
午
後
４

時
　
◎
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
…
24

・
６
５
１
１

◇
来
所
相
談
◇

◎
相
談
日
…
月
曜
日
　
◎
時
間

…
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

安
全
で
広
い
園
庭
を
月
一
〜

二
回
程
開
放
し
ま
す
。

砂
場
、
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン

コ
な
ど
で
思
い
切
り
遊
び
ま
し

ょ
う
。

子
育
て
に
つ
い
て
の
講
演
や

子
ど
も
の
遊
び
や
体
操
な
ど
に

つ
い
て
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

親
子
教
室
「
た
ん
ぽ
ぽ
村
」

は
〇
〜
二
歳
未
満
の
子
ど
も
と

親
を
対
象
に
、
親
子
の
ひ
ろ
ば

は
二
〜
五
歳
ま
で
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
親
を
対
象
に
行
っ
て

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
子
育
て
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
、
学
ん
だ
り
し
ま
し

ょ
う
。
お
母
さ
ん
の
仲
間
づ
く

り
の
お
手
伝
い
も
し
ま
す
。

子
育
て
講
座
や
園
庭
開
放
、

親
子
教
室
・
親
子
の
ひ
ろ
ば
の

日
程
に
つ
い
て
は
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

宇
治
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

だ
け
で
な
く
、
親
子
教
室
な
ど
を
通
じ
て
子
育
て
に

つ
い
て
話
し
た
り
学
び
合
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
お

母
さ
ん
の
仲
間
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市　の　人　口

（平成13年1月1日現在）
世帯数 69,596世帯（前月比59世帯減）

人　口 190,350人 （前月比68人減）

男 93,547人

女 96,803人

宇
治
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
の
応
援
を
し
ま
す

昨年から年２回、中・高校生を対象に保育体験ボランティアも行っています。今度

は夏に予定していますので、興味のある人は参加してください（1 2 月2 6 日、小倉双

葉園保育所で保育体験中の中学生。初めての体験に戸惑いながらも頑張っていました）

s
市
長
か
ら
村
上
さ
ん　（
左
）　に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た　（
12
月
27
日
）

宇治市制施行 50 周年

ロゴマークが
決まりました

す
る
中
で
、
悩
ん
で
い
た
人

も　「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」

と
言
っ
て
元
気
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
自
信
を
失
い

か
け
て
い
る
お
母
さ
ん
が
、

明
る
く
前
向
き
に
子
育
て
で

き
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
親
子
教
室
や

園
庭
開
放
な
ど
も
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
が
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
と

の
か
か
わ
り
合
い
を
学
習
で

き
る
よ
い
機
会
で
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
場
で
お
母
さ

ん
た
ち
も
友
達
を
作
り
、
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
子
育
て

を
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

子
育
て
を
す
る
中
で
、
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で

子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
な
ど
は
、
ま
ず

は
電
話
で
も
結
構
で
す
の
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
気
づ

い
た
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
、
一
緒
に
共
感
し
た
り

楽
し
く
子
育
て

で
き
る
よ
う
に

応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す

中村地域子育て
支援センター長

火
災
か
ら
守
ろ
う
　
み
ん
な
の
文
化
財

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

消
防
本
部
（
1

内
線
２
６
５
７
）

問 地域社会に貢献した人を
表彰します

問い合わせ

宇治市地域子育て支援センター

小倉町西畑 1 3、小倉双葉園

保育所2階、 124-6511( )

子
育
て
相
談

園
庭
開
放

子
育
て
講
座

親
子
教
室　
「
た
ん
ぽ
ぽ

村
」　
と
親
子
の
ひ
ろ
ば
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老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
福
祉

医
療
（
老
人
）
受
給
者
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
等
が
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
変
更
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
生
き
が
い
課
（
1

内
線
２
３
３
５
）

問

医
療
費
の
一
割
負
担
（
上
限

が
あ
り
ま
す
）
と
な
り
ま
す
。

上
限
額
は
医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
院
外
処

方
の
場
合
の
上
限
額
は
病
院

（
診
療
所
）
と
薬
局
で
半
分
ず

つ
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
日
八
百
円
（
四
回

を
限
度
）
の
定
額
制
を
採
用
し

て
い
る
診
療
所
も
あ
り
ま
す
。

◆
上
限
額
…
下
表
の
と
お
り

医
療
費
の
一
割
負
担
（
上
限

が
あ
り
ま
す
）
と
な
り
、
ま
た

食
事
療
養
費
の
一
部
が
変
わ
り

ま
し
た
。

◆
上
限
額
…
下
表
の
と
お
り

こ
の
受
療
証
が
あ
る
と
、
入

院
と
外
来
を
あ
わ
せ
て
支
払
う

一
部
負
担
金
の
限
度
額
が
一
医

療
機
関
ご
と
に
月
一
万
円
に
な

り
ま
す
。

◆
対
象
…
老
人
保
健
医
療
の
受

給
者
で
人
工
透
析
の
治
療
を
受

け
て
い
る
慢
性
腎
不
全
の
人
と

血
友
病
な
ど
の
人

◆
申
請
方
法
…
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
、
医

師
の
証
明
等
、
印
鑑
を
持
っ
て

健
康
生
き
が
い
課
（
1

内
線
２

３
３
４
）
へ
。

な
お
、
老
人
保
健
医
療
の
対

象
者
で
な
い
人
は
、
現
在
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
じ
世
帯
内
で
同
じ
月
に
入

院
で
三
万
円
（
非
課
税
世
帯
は

二
万
一
千
円
）
以
上
一
部
負
担

金
を
支
払
っ
た
福
祉
医
療
（
老

人
）
受
給
者
が
複
数
い
る
場
合

は
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
三
万

七
千
二
百
円
（
非
課
税
世
帯
は

二
万
四
千
六
百
円
）
を
超
え
た

分
が
、
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ

ま
す
。

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

老
人
保
健
法
に
準
じ
る
一
部
負

担
金
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

◆
受
給
資
格
…
所
得
税
非
課
税

世
帯
も
し
く
は
老
人
世
帯
（
一

人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、
同
居

親
族
が
全
員
60
歳
以
上
な
ど
）

に
属
す
る
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

の
医
療
保
険
加
入
者
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
健
康
生
き
が
い
課

へ
。

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
保
険

施
設
の
利
用
を
含
め
て
十
八

種
類
あ
り
ま
す
。

今
回
か
ら
介
護
保
険
で
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
の
か
、
そ
の
内
容
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
も
要
介
護
認
定

を
申
請
し
、
要
介
護
ま
た
は

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
手
す
り
の
取
り
付
け

◎
段
差
の
解
消
（
敷
居
を
低

く
す
る
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、

浴
室
床
の
か
さ
上
げ
な
ど
）

◎
床
材
の
変
更
（
滑
り
の
防

止
、
移
動
の
円
滑
化
を
目
的

と
す
る
も
の
）

◎
扉
の
取
り
替
え
（
開
き
戸

を
引
き
戸
や
折
戸
・
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
等
へ
変

更
、
ド
ア
ノ
ブ
の
変
更
、
戸

車
の
設
置
な
ど
）

◎
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器

へ
の
取
り
替
え

※
屋
内
工
事
の
ほ
か
、
玄
関

か
ら
道
路
ま
で
の
通
路
部
分

な
ど
の
屋
外
工
事
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

介
護
度
に
か
か
わ
ら
ず
一

住
宅
に
つ
き
二
十
万
円
の
範

囲
で
申
請
が
で
き
ま
す
（
上

限
を
超
え
た
場
合
は
超
え
た

金
額
が
全
額
自
己
負
担
）。

ま
た
、　介
護
度
が
著
し
く
上

が　
っ　
た
場
合　
（
三
段
階
以
上
）

は
更
に
二
十
万
円
の
申
請
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
支
給
さ

れ
る
額
は
工
事
に
か
か
っ
た

費
用
の
九
割
で
、
一
割
が
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
（
○　例

二

十
万
円
の
申
請
で
十
八
万
円

を
支
給
。
二
万
円
が
自
己
負

担
）。

改
修
が
終
わ
り
、
支

払
い
後
、
市
に
申
請
し
て
払

い
戻
し
を
受
け
ま
す
。

◎
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

◎
住
宅
改
修
費
支
給
申
請
書

（
介
護
保
険
課
ま
た
は
お
近

く
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

に
あ
り
ま
す
）

◎
住
宅
改
修
費
支
給
に
か
か

る
理
由
書
（
介
護
支
援
専
門

員
が
作
成
し
た
も
の
）

◎
住
宅
改
修
前
と
改
修
後
の

写
真
（
日
付
の
入
っ
た
も
の
）

◎
領
収
書

◎
工
事
費
内
訳
書
（
工
事
の

内
容
の
分
か
る
も
の
）

◎
図
面

◎
改
修
を
行
っ
た
住
宅
の
所

有
者
が
被
保
険
者
や
そ
の
家

族
で
な
い
場
合
（
借
家
等
）

は
所
有
者
の
承
諾
書

介
護
保
険
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◎
理
由
書
を
作
成
す
る
介
護

支
援
専
門
員
が
い
な
い
場
合

は
、
お
近
く
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
介
護
保
険
対
象
外
の
住
宅

改
修
、
例
え
ば
リ
フ
ト
の
設

置
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、

浴
槽
の
取
り
替
え
工
事
な
ど

に
対
し
て
、
別
に
住
宅
改
造

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
健
康
生
き
が
い
課

1

内
線
２
３
４
８
）

◎
腰
掛
け
便
座

＊
移
動
可
能
な
便
器

＊
和
式
便
器
の
上
に
置
い

て
腰
掛
式
に
す
る
も
の

＊
洋
式
便
器
の
上
に
置
い

て
高
さ
を
補
う
も
の

＊
電
動
式
や
ス
プ
リ
ン
グ

式
で
便
座
か
ら
立
ち
上
が

る
際
に
補
助
で
き
る
機
能

を
有
し
て
い
る
も
の

◎
特
殊
尿
器

◎
入
浴
補
助
用
具

＊
入
浴
用
い
す

＊
浴
槽
用
手
す
り
・
浴
槽

内
い
す

＊
入
浴
台

＊
浴
室
内
・
浴
槽
内
す
の

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
簡
易
浴
槽

◎
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具

部
分

◎
複
合
機
能
を
有
す
る
福
祉

用
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
浴
槽
付
き
寝
台
・
便
器

付
き
寝
台
等

※
車
い
す
・
特
殊
寝
台
な
ど

は
福
祉
用
具
貸
与
の
対
象
で

す
。介

護
度
に
か
か
わ
ら
ず
十

万
円
ま
で
申
請
が
で
き
ま
す

（
上
限
を
超
え
た
場
合
は
超

え
た
金
額
が
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
）。

毎
年
度
十

万
円
ま
で
申
請
で
き
ま
す
が
、

同
一
の
用
具
に
つ
い
て
は
、

破
損
な
ど
で
使
用
不
可
能
に

な
っ
た
場
合
を
除
い
て
一
回

に
限
ら
れ
ま
す
。

支
給
さ
れ
る
額
は
購
入
費

用
の
九
割
で
、
一
割
が
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

購
入
後
、
市
に
申
請
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
ま
す
。

◎
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

◎
福
祉
用
具
購
入
費
支
給
申

請
書
（
介
護
保
険
課
ま
た
は

お
近
く
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
あ
り
ま
す
）

◎
購
入
し
た
福
祉
用
具
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
（
機
能
と
価
格

の
分
か
る
も
の
）

◎
領
収
書

介
護
保
険
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

福祉医療（老人）の一部負担金等　　

１月１日から変わりました
【
外
来
】

【
入
院
】

【
複
数
の
福
祉
医
療

（
老
人
）
受
給
者
が

入
院
し
た
と
き
】

福
祉
医
療

（
老
人
）　と
は

ど
ん
な
工
事
が

対
象
と
な
る
の
？

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
に
必
要
な
書
類

そ
の
他

申
請
の
窓
口
は
？

申
請
の
窓
口
は
？

上
限
は
？

い
く
ら
支
給
さ
れ
る
の
？

住
宅
の
改
修

ど
ん
な
福
祉
用
具
が

購
入
で
き
る
の
？

上
限
は
？

い
く
ら
支
給
さ
れ
る
の
？

福
祉
用
具
の
購
入

介
護
保
険
課
（
1

内
線
２
３
４
３
）

問
介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

介
護
保
険
の
お
は
な
し

⑨

老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
　

受
療
証
の
申
請
に
つ
い
て

診療所　 薬局　　　計
1,500円＋1,500円＝3,000円まで

病院　 薬局　　　計
1,500円＋1,500円＝3,000円まで

（注）住民税非課税世帯は医療受給者証のほかに、※①では限度額適用認定証、※②
では標準負担額減額認定証が必要です。申請は、①は健康生きがい課、②は現
在加入の各医療保険者にしてください。

病院　 薬局　　　計
2,500円＋2,500円＝5,000円まで

定額制

ベッド数が
200床未満

ベッド数が
200床以上

1割負担

1割負担

1割負担

800円／日
×4回まで

37,200円まで／月 780円／日
※②650円／日（90日を

超えると500円／日）
※①24,600円まで／月

3,000円まで

3,000円まで

5,000円まで

診療所で800円／日×4回まで
薬局での負担なし

外来上限額（1か月1医療機関につき）

入院上限額

区　　　分

区　　　分
福祉医療（老人）受給者

住民税非課税世帯

院内処方の場合定率または定額

医療費の一部負担金限度額 食事療養費

院外処方の場合

診　療　所

病院

二
十
歳
に
な
れ
ば
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
学
生
も
含
め
、
全
員
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
四
十
年
間
保
険
料
を

納
め
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
加
入
中
に
万
一
の
事
故

や
病
気
で
障
害
が
残
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
二
十
歳
の
誕
生
日

が
近
づ
い
た
人
に
加
入
の
案
内

を
し
ま
す
。
郵
便
が
届
き
ま
し

た
ら
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
の

う
え
、
必
ず
す
ぐ
に
手
続
き
を
。

保
険
料
は
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
一
か
月
一
万
三
千
三
百
円

で
す
。
保
険
料
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
場
合
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
の
免
除
制
度
も
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
国
民
年
金
課
（
1

内
線
２
３
１
１
）
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

20歳になったら

国民年金
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毎
月
市
役
所
で
開
催
し
て
い

る
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
…
市
内
を
中
心
に

演
奏
活
動
を
し
て
い
る
個
人
・

グ
ル
ー
プ
。
邦
楽
や
洋
楽
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
。

◆
出
演
日
時
等
…
演
奏
時
間
は

本
紙
一
月
一
日
号
に
掲
載
の

「
お
正
月
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
に
は
三
百
九
通
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
解
は

「
シ
ン
セ
イ
キ
」。
正
解
者
三
百

六
通
の
中
か
ら
Ａ
賞
「
植
物
公

園
入
園
券
」
は
西
森
貫
二
さ
ん

（
五
ヶ
庄
）　
ほ
か
十
九
組
、　
Ｂ
賞

「
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入

館
券
」
は
狩
野
み
な
み
さ
ん

（
広
野
町
）　ほ
か
十
九
人
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

応
募
に
際
し
て
、
市
政
だ
よ

り
に
対
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
少
し
ご
紹
介

し
ま
す
。
情
報
ボ
ッ
ク
ス
が
分

か
り
や
す
い
、
「
文
化
財
見
て

歩
き
」
は
宇
治
の
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
と
い
う

ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、

環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
や
市

役
所
の
仕
事
の
案
内
な
ど
を
載

せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
ご
希
望

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
生
か
し
て
市
政

に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す

く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

「
市
政
だ
よ
り
」
は
一
日
、

十
一
日
、
二
十
一
日
の
月
三
回

新
聞
折
り
込
み
で
発
行
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
十
一
日
号
に
は

市
民
の
ぺ
ー
ジ
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
や
情
報
を
公
募
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
る
古
典
文
学
『
源

氏
物
語
』
の
作
者
紫
式
部
の
名

を
冠
し
た
「
紫
式
部
文
学
賞
」

は
伝
統
あ
る
女
性
文
学
の
継
承

と
発
展
を
目
的
に
、
こ
の
宇
治

市
に
誕
生
し
て
今
年
で
十
一
年

目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
そ
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
数
々
の
文
学
作
品
が
選
ば

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
全
国
の
作
家
、

文
芸
評
論
家
、
出
版
社
及
び
新

聞
社
な
ど
や
市
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
「
市
民
推
薦
人
」
に
よ

り
推
薦
さ
れ
た
作
品
を
選
考
の

対
象
に
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
今
年
の
受
賞
作

品
を
推
薦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
紫
式
部
文
学
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
推
薦
し
て

い
た
だ
け
る
「
市
民
推
薦
人
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
定
員
…
10
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
募
集
期
間
…
13
年
１
月
26
日

f

ま
で
（
必
着
）

◆
応
募
資
格
…
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
す
る
16
歳
以
上
の

人◆
応
募
方
法
…
は
が
き
に
、　「
第

11
回
紫
式
部
文
学
賞
市
民
推
薦

人
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
性

別
・
職
業　
（
勤
務
先　
・　
学
校
名
）

を
記
入
し
て
文
化
自
治
振
興
課

（
〒
６
１
１
―
８
５
０
１
、　1  
内

線
２
２
２
３
）
へ
。

市
役
所
開
庁
日
（
月
〜
金
）
の

午
後
０
時
15
分
〜
45
分
。
場
所

は
市
役
所
一
階
の
市
民
交
流
ロ

ビ
ー
。
出
演
日
は
相
談
に
よ
り

決
定
し
ま
す
（
13
年
４
月
か
ら

14
年
３
月
ま
で
１
か
月
に
１
回

開
催
の
予
定
）。

◆
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
２
月
２

日
f

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
文

化
自
治
振
興
課　
（
〒
６
１
１
―

８
５
０
１
、
フ
ァ
ク
ス
21
・
０

４
０
８
）
へ
。
申
込
書
は
市
役

所
の
ほ
か
、
各
公
民
館
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市

公
共
施
設
に
置
い
て
い
ま
す
。

◆
注
意
事
項
…
謝
礼
、
交
通
費

は
お
支
払
い
し
ま
せ
ん
。
ピ
ア

ノ
以
外
の
楽
器
は
出
演
者
が
搬

入
・
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
窓
口
業
務
に
支
障
と
な
る
大

き
な
音
響
の
も
の
や
特
定
の
団

体
、
個
人
を
中
傷
す
る
も
の
、

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
、
営
利

を
目
的
と
し
た
演
奏
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
文
化
自
治
振

興
課
（
1

内
線
２
２
２
３
）

▲昨年のロビーコンサートから

一
人
暮
ら
し
の
年

金
生
活
者
で
す
。
一

か
月
前
に
水
道
の
水
は
危
険

だ
と
業
者
に
言
わ
れ
浄
水
器

を
買
い
ま
し
た
。
二
週
間
前

に
同
じ
販
売
員
が
「
浄
水
器

の
調
子
は
ど
う
で
す
か
。
点

検
に
来
ま
し
た
」
と
言
う
の

で
家
に
上
が
っ
て
も
ら
う
と
、

今
度
は
二
十
四
時
間
風
呂
の

機
械
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
は
断
っ
て
い
ま
し
た
が

長
時
間
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ

た
の
で
仕
方
な
く
契
約
し
ま

し
た
。
悩
ん
だ
あ
げ
く
、
三

日
後
に
お
金
が
な
い
の
で
解

約
し
た
い
と
電
話
を
し
た
ら
、

担
当
者
が
家
に
来
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
な

か
な
か
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。

一
週
間
後
に
や
っ
と
担
当
者

が
来
て
、
「
解
約
は
で
き
な

い
が
支
払
い
を
し
や
す
く
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
ロ
ー

ン
の
組
み
替
え
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
二
十
四
時
間
風
呂

は
電
気
代
が
か
か
る
の
で
節

電
器
が
必
要
で
す
」
と
契
約

を
迫
ら
れ
、
断
り
切
れ
ず
に

契
約
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

支
払
い
が
苦
し
い
の
で
困

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
よ
う

に
高
齢
者
を
狙
っ
た

「
次
々
販
売
」

が
増
え
て
い

ま
す
。
次
々
販
売
と
は
、
次

々
と
必
要
で
も
な
い
物
を
売

り
つ
け
る
商
法
で
、「
い
や
」

と
言
え
な
い
タ
イ
プ
の
人
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い

よ
う
で
す
。
特
に
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
が
被
害
に
あ

っ
て
い
ま
す
。
本
人
が
は
っ

き
り
断
る
努
力
を
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
家
族
や
知
人
な
ど
周

り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
人
が
日
ご
ろ
か
ら
連

絡
を
取
っ
て
い
て
本
人
が
相

談
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
と
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
す
。

こ
の
事
例
の
場
合
、
相
談

者
が
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無

条
件
解
約
）
期
間
中
に
電
話

で
解
約
を
申
し
出
た
の
に
応

じ
な
か
っ
た
こ
と
を
当
相
談

室
が
指
摘
し
て
交
渉
し
た
と

こ
ろ
、
無
条
件
解
約
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
業
者
が
解
約
に
応

じ
ま
し
た
が
、
電
話
で
申
し

出
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
内
に
解
約
を
申
し
出

た
証
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
解
約
交
渉
が
難
航
す
る

と
き
も
あ
り
ま
す
。
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
申
し
出
は
、

契
約
日
を
含
め
て
八
日
以

内
（
○　例

月
曜
日
に
契
約
し
た

ら
次
の
月
曜
日
ま
で
）
に
必

ず
書
面
で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
消
費
生
活
相
談

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

業
者
に
次
々
と
商
品

の
購
入
を
勧
め
ら
れ
、

支
払
い
が
苦
し
い
の

で
す
が
…

Ｑ

Ａ

お正月クロスワードパズル

答えは「シンセイキ」
ご意見ありがとうございました

第11回

募集
市民推薦人

◆中小企業融資の利子補給申請を受け付けます
市では下表の融資制度を利用された人に対して、前年中に支払った利子の補給を行って

います。該当する人は２月 1 3 日（火）までに商工観光課へ申請してください。

◆保証料補給
市では右表の融資制度を利用された

人に対して、京都信用保証協会に支払
った保証料を補給しています。申請資
格など詳しくは商工観光課にお問い合
わせください。

◆中小企業信用保険法による認定
中小企業者が必要とする事業資金の円滑な供給を図るために京都信用保証協会が行って

いる「金融安定化特別保証制度」の申し込みは、中小企業信用保険法による市の認定が必
要です。認定内容と申請期限は以下のとおりです。

中小企業者の皆さんへ
商工観光課（1内線 2 2 1 7）問

＜申請資格＞
次の利子補給の対象となる

期間に応じた①か②の当該各
号に定める日において、市内
に引き続き１年以上住所（法
人は本店所在地）を有する人　

◇利子補給の対象となる期
間（融資実行から2年間）…

①平成 1 2 年1月1日から同
年 1 1 月30日までの間に終
了するものは、当該期間の
終了日の属する月の翌月1日
②平成12年12月1日以降も
継続するものは、平成1 3 年
1月1日

※７号認定は申請日時点で、過去１年以内に京都中央信用金庫に事業譲渡した金融機関と金融
取り引きがあれば認定の申請が可能です。詳しくは商工観光課にご相談ください。

融　資　制　度　名 補給率（補給期間）

宇治市中小企業低利融資（○宇）

国民生活金融公庫　　　　　　　　
小企業等経営改善資金融資（○経）

京都府経営強化特別融資　　　　　
緊急経営支援資金　

（○診 ─緊急経営支援資金）

京都府経営強化特別融資　　　　　
連鎖倒産防止資金　　　　　　　

（○診 ─連鎖倒産防止資金）

京都府経営強化特別融資　　　　　
特定業種緊急経営安定資金　　　

（○診 ─安定）

京都府体質強化資金融資　　　　　
地域産業対策資金　　　　　　　

（○体 ─地域産業対策資金）

京都府産地中小企業対策融資　　　
特別対策　　　　　　　

（○産 ─特別）

融資申し込み受付が
平成10年１月16日～同年12月28日

利率2.6％のうち2.0％（２年間）
平成11年１月４日以降

利率2.6％の全額（２年間）

融資金利のうち0.7 ％（２年間）

融資金利のうち0.7％（２年間）

融資金利のうち0.7％（２年間）

融資金利のうち0.7％（２年間）

融資金利のうち0.7％（２年間）

融資金利のうち0.7％（２年間）

融　資　制　度　名 補給率

宇治市中小企業低利融資（○宇）

京都府中小企業振興融資（○府－○特）

＜無担保無保証人資金＞

京都府小企業特別融資（○小）

京都府中小企業振興融資制度
短期運転資金（○府－短期）

全　額

２／３

１／２

２／３

認　　　定　　　内　　　容 認定の申請期限

平成13年３ 月30日６号認定（貸し渋り対策）

平成13年12月28日

平成13年12月17日

７号認定　　①京都中央信用金庫に事業譲渡した金融機関と取

り引きがあった企業

②ＲＣＣ（整理回収機構）に移行した企業

出

演

者

長引く不況などにより、事業所からの求人が不足しています。求人募集をされる場合は、
ぜひハローワーク宇治まで申し込みをしてください。

事業主に対して、特定求職者雇用開発助成金などの雇用を支援するさまざまな制度があ
りますのでご活用ください。

ハローワーク宇治（宇治池森16-4  120-8609 ）問
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や平和の大切さを、次代を担う子

どもたちに学んでもらうため、昨

年8月に小学6年生・中学1年生

計 4 0 人による訪問団を沖縄に派

遣。このたび、その参加者の感想

文集『平和への願いも新たに（第

1 1集）小・中学生沖縄訪問団文集』

を発行しました（B 5版・ 5 8頁）。

子どもたちの素直な、平和への思

いをつづった文集をご希望の人に

無料で差し上げます（郵送不可、

部数に限りあり）。 企画管理

部総務課（1内線2 0 5 2）。

■応急手当て講習会
uとき…1月 2 7日g、午後1時

～4時 uところ…西消防署u内容

…普通救命講習（応急手当ての重

要性の講義、人工呼吸・心臓マッ

サージ・止血の実技）u定員…先

着30人 u受講料…無料 uその他

…服装は軽装で　 1月 2 5日eま

でに同署（12 0 - 3 9 0 0 )へ。

催し
■リサイクル自転車販売会

駅周辺から撤去された放置自転

車をリサイクル販売します。uと

き…1月27日g、午前10時半～u

ところ…市役所北玄関広場u販売

台数・価格…約40台。5 0 00円～1

万円( 5 0 0 円刻み）。希望者多数の

場合は抽選 宇治市リサイクル

自転車販売協議会事務局（同胞の
家12 0 - 4 0 8 0 )。

■植物公園
講習会は同園（14 5 - 0 0 9 9 )へ。

いずれも入園料が必要。

＜新春福引き＞小学生以上の来

園者を対象に、コチョウランなど

が当たる空くじなしの福引きです。

uとき…1月23日c～2月2 5日a。

＜植物画展＞植物画家柿原申人

申

問

申

問

お知らせ
■市職員採用試験について

活発で明るく意欲と行動力のあ

ふれる人を求めます。u職種・資

格…下表のとおり。なお、各職種

とも国籍は問いませんが地方公務

員法第1 6条の規定による欠格条項

（成年被後見人または被保佐人等）

に該当する人は受験できません。

u採用予定者数…各職種とも若干

名u第1次試験日…2月 1 1日a

1月 2 2日b～2 6日fに土木技

師、保育士、保健婦（士）、環境衛生技

手、保育所技手は市指定の履歴書

と申込書を職員課（1内線2 0 6 3）、

学校用務員、幼稚園用務員は教育

委員会指定の履歴書と申込書を教

育総務課（1内線 2 6 0 5）に提出。

実施要項等は両課にあります。

■小・中学生沖縄訪問団文集
差し上げます
宇治市平和都市推進協議会では、

核兵器の恐ろしさ、戦争の愚かさ

申

さんの作品約3 0点を展示。uとき

…1月 3 0日c～2月 1 2日0。

＜講習会・ガーデニング教室４

・花木の剪定
せんてい

＞梅や桃などの花木

を中心に落葉樹の剪定についての

講義 uとき…2月3日 g、午後1

時半～3時半 u定員…先着 3 0人

u材料費…無料。

■市立幼稚園こども展
園児の絵画や製作物、写真など

を展示します。uとき…1月 3 0日

c～2月1日e、午前9時～午後4

時uところ…中央公民館 学校

教育課（1内線2 6 2 4）。

■第2回保護者ふれあい学習会
不登校の子どもの心のゆれをど

う受け止めていけばよいのか、講

師の先生からお話を聞いて家庭の

役割とかかわり方を考えてみませ

んか。uとき…2月3日 g、午前

9時半～ 1 1時半uところ…生涯学

習センターu内容…講演「不登校

と生きるということ」＝京都文教

大学人間学部臨床心理学科講師香

川克先生u参加費…無料 青少

年課（12 2 - 5 1 6 2 )へ。

■応対マナー教室
uとき・内容…下表のとおり。

いずれも午後1時半～3時1 0分u

ところ…生涯学習センターu講師

…大和学園マナー専任講師山本清

美さんu対象…市内在住・在勤で

4回すべてに出席できる人 u定員

…20人（多数の場合は抽選）u参加

費…無料 u保育…あり（2 ～ 5

歳） 往復はがきに「マナー教

室」、住所、氏名、年齢、電話番号、

保育の有無（名前・年齢）を記入し、

2月2日 fまで（必着）に生涯学

習センター（〒6 1 1 - 0 0 2 1宇治琵

琶4 5 - 1 4、12 2 - 0 2 2 0 )へ。

■コンピュータ教室（中級編）
「自分のホームページを作ろう」
uとき…2月13日～27日の火・

木曜、午後7時～8時半。5回 u

ところ…生涯学習センターu対象

…市内在住の人u定員…3 0人（多

申

問

問

数の場合は抽選）u参加費…2 0 0 0

円（資料代等） 往復はがきに

「コンピュータ教室」と明記し、

住所、氏名、年齢、性別、電話番

号を記入し、1月 2 9日bまで（必

着）に生涯学習センター（〒6 1 1 - 0 0

2 1宇治琵琶4 5 - 1 4、12 2 - 0 2 2 0 )へ。

■いきいき健康教室～食生活編～
あなたの食生活を一度見直して

みませんか。uとき…2月 2 2日e、

午後1時～4時 uところ…宇治公

民館 u費用…無料 u定員… 3 0人

（応募多数の場合は抽選） 往

復はがきに住所、氏名、年齢、生

年月日、性別、電話番号を記入し、

1月 2 9日bまで（必着）に健康生

きがい課（1内線2 3 3 2）へ。

■西宇治中学校地域開放事業
「ふれあいパソコン教室」
uとき…◎2月 2 5日a、午後1

時半～3時半＝ウインドウズの基

本操作講座◎3月4日 a、午後1

時半～3時半＝初級インターネッ

ト講座uところ…西宇治中学校u

対象…小学5年生以上で2回とも

出席できる人u定員…30人（多数

の場合は抽選）u参加費… 1 5 0 0

円　 往復はがきに「ふれあいパ

ソコン教室」と明記し、住所、氏

名、年齢、電話番号を記入し、2

月4日a（消印有効）までに同中

学校（〒 6 1 1 - 0 0 4 3伊勢田町南山

2 2 - 1、14 3 - 6 4 5 7 )へ。

福祉
■心身障害児通園事業施設見学会

心身に障害を持つ児童と発達の

遅れが今後障害につながるおそれ

がある児童に対し、通園事業を実

施しています。その申し込みに向

けての施設見学会です。uとき・

ところ…◎1月3 0日c＝かおり之

園◎1月 3 1日d＝宇治福祉園、い

ずれも午前1 0時～u対象…保護者

と通園が可能な2歳以上就学前の

児童　 1月 2 6日fまでに障害者

母子福祉課（1内線2 3 0 7）へ。なお、

市で乳幼児検診等を受けたことが

ない場合はあらかじめご相談を。

■車いす介助講習会（2回講座）
uとき…2月 1 0日g・1 7日g、

午後1時半～4時 uところ…総合

申

申

申

申

福祉会館u内容…障害者用車いす

介助方法、ベッドから車いすへの

移動介助方法u参加費…無料u対

象…市内在住者で2回とも出席で

きる人 u定員…先着 2 0 人　 2

月 5 日bまでに社会福祉協議会

（12 2 - 5 6 5 0,F A X 2 2 - 5 6 5 4）へ。

官公署・その他
■国民年金基金の相談会

この基金は自営業の人などで国

民年金の第1号被保険者として保

険料を支払っている人が、老齢基

礎年金の上乗せ給付を受けられる

公的な年金制度です。uとき…1

月31日d、午前10時～午後4時u

ところ…市役所1階 1 0 1会議室u

持参するもの…年金手帳、預金通

帳、銀行印 京都府国民年金基

金（10 7 5 - 2 1 2 - 8 4 1 5）。

■京都府最低賃金の改正について
京都府最低賃金（下表）は、府

内の事業場で働くすべての労働者

（パートタイマー、アルバイトなど

を含む）と労働者を一人でも使用

しているすべての使用者に適用さ

れます。 京都労働局労働基準

部賃金室（10 7 5 - 2 4 1 - 3 2 1 5）。

■城南地域職業訓練センター講座
1月 2 3 日cから同センター

（14 6 - 0 6 8 8 )へ。

＜パソコンエクセル表計算初級

女性・中高年コース＞ uとき…3

月1日～9日の月・火・木・金曜、

午前9時半～午後3時半。1 2回u

受講料…１万3 0 0 0円。

申

問

問

申

年
金
受
給
者
の
人
や
医
療
費

控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
な
ど
で
確
定
申
告
さ
れ
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
、
ま
た
、
事

市
教
育
委
員
会
は
昨
年
十
二
月
の
定

例
会
で
委
員
長
に
岩
渕
淳
さ
ん　
（
七
三
）

を
選
任
し
、
職
務
代
理
者
に
は
久
保
一

雄
さ
ん
（
六
四
）
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
の
任
期
は
十
二
年
十
二
月
二

十
六
日
か
ら
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日

ま
で
の
一
年
間
で
す
。

業
所
得
者
な
ど
で
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
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表
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会
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て
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2 / 13c 第一印象…5つのポイント

2 / 20c 印象のよい話し方とは

2 / 27c じょうずに電話の応対

3 /66c 知っておきたい、来客の応対

採用職種 受 験 資 格
昭和4 7年4月2日～ 5 8年4月1日
までに生まれ学校教育法による
高等学校、高等専門学校または
大学で土木の専門課程を修得し
た人または平成13年3月まで
に修得見込みの人　
昭和4 9年4月2日～ 5 8年4月1日
までに生まれ保育士資格を有す
る人または平成13年3月まで
に保育士資格を取得見込みの人　
昭和4 7年4月2日以降に生ま
れ保健婦（士）資格を有する人ま
たは平成13年5月までに保健
婦（士）資格を取得見込みの人　
昭和4 6年4月2日～ 5 8年4月1日
までに生まれた男子　

昭和4 6年4月2日～ 5 8年4月1日
までに生まれた人

土木技師

保 育 士

環境衛生技手

保育所技手
学校用務員
幼稚園用務員

保健婦（士）

13年度からの口座振替払いを受け付けて

います。下記の期日までに金融機関にお申

し込みください。口座振替依頼書は市内の

金融機関にあります。取引印鑑が必要です。

◎固定資産税・都市計画税は２月末日

◎軽自動車税は３月末日

◎市・府民税（普通徴収）は４月末日

納税課（1 内線2132）問

１月31日（水）は
市・府民税第４期の
納期限です。

市税の納付は
便利な口座振替で！

『いきいき健康教室～がんを考える～』

3月17日（土）午後1時～4時
文化センター小ホール
今回は、医者でありながら「がん」にかかり，それを克服・社会復帰

して開業医をされている木津先生を迎え、がんについて考えるシンポジ

ウムを開催します。

先生は、診療のかたわらエッセイ集や本を出版されるなど精力的に活

躍をされています。皆さんもこの機会に、一緒に「がん」について考え

てみませんか。

◆講　演 「早期発見こそ最良のがん治療
～医者ががんを告知されて考えたこと～」

◆講　師 木津収二さん
◆応募対象 市内在住の人
◆定　員 ４００人（応募多数の場合は抽選）
◆申し込み はがきに住所・氏名・生年月日・性別・電話番号と要約

筆記・手話通訳の必要の有無を記入し、２月９日（金）（消印有効）までに

健康生きがい課（〒6 1 1 - 8 5 0 1、住所不要、1内線2 3 3 2）へ郵送か持参

で。また保育の必要な人は「保育希望」と書き、お子さん（２～５歳）

の氏名・年齢をご記入ください。申込者には案内状を送付します。

入場無料

（要約筆記・手話通訳あり）

宇治税務署（144-4141）問

地域別最低賃金 日額（円） 時間額（円) 発効日

京都府最低賃金 5,372 673 12.10.11

地域別最低賃金 日額（円） 時間額（円) 発効日

印 刷 業 6,012 753 12.12.16

金属製品製造業 6,253 786 12.12.16

一般機械器具製造業 6,275 788 12.12.16

電気機械器具製造業 6,176 773 12.12.16

輸送用機械器具製造業 6,277 786 12.12.16

船舶製造・修理業 6,277 786 12.12.16

各種商品小売業 5,931 743 12.12.16

自動車（新車）小売業 5,971 746 13.11.20

自動車小売業 5,926 741 9.12.21

◎確定申告地区相談会［申告受付］

日　時：2月20日 C ～22日 E、3月1日 E ・2日 F

午前10時～午後3時

場　所：西小倉コミュニティセンター

◎年金所得者確定申告相談会［申告受付］

日　時：2月1日 E ・2日 F、午前10時～午後3時

場　所：西小倉コミュニティセンター

◎確定申告相談会［申告受付］（土、日、祝日を除く）

日　時：2月5日 B ～27日 C、午前9時半～午後4時

場　所：宇治公民館

◎住宅取得等特別控除説明会
日　時：１月29日 B、午前11時～正午

場　所：宇治市産業会館

◎確定申告説明会
日　時：１月29日 B、午前10時～11時

場　所：宇治市産業会館

確定申告説明会

確定申告相談会［申告受付］

2月5日～27日に宇治公民館
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